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R
堂
々
の
入
場
行
進

〶
そ
れ
ガ
ン
バ
レ
ガ
ン
バ
レ

光
る
岩
法
寺
の
準
優
勝

第
十
三
回
村
民
体
育
祭
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
た

十
月
十
日
体
育
の
日
午
前
八
時
一
二
十
分
か
ら
須
釜

小
学
校
の
校
庭
で
行
な
わ
れ
、
総
合
で
南
須
釜
が

優
勝
、
岩
法
寺
が
準
優
勝
し
ま
し
た
o

.

大
会
は
各
部
落
ご
と
に
区
長
さ
ん
を
先
頭
に
選

手
の
入
場
行
進
で
始
め
ら
れ
、
小
針
村
長
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
全
員
の
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
個
人
団

体
の
競
技
に
移
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
む
に
つ
れ

て
観
衆
の
声
援
に
も
熱
を
お
ぴ
、
大
会

は
一
層
盛
り
上
っ
て
き
た
。

南
須
釜
三
連
勝

中
で
も
東
西
競
演
の
南
須
グ
i
5
出
し
物
は
二
百
名

が
参
加
す
る
ス
ク
ヤ
ー
ダ
ソ
ス
。
竜
崎
で
は
花
笠

に
、
ゆ
か
た
姿
で
佐
渡
お
け
さ
を
披
露
し
か
っ
さ

い
を
あ
び
た
0

• 

叉
青
年
団
員
男
女
の
月
夜
の
盆
踊
り
、
ス
ポ
ー

ツ
民
踊
会
の
北
海
よ
し
や
れ
な
ど
の
踊
り
も
人
気

を
集
め
た
。

各
種
部
落
対
抗
の
競
技
で
は
南
須
釜
が
圧
倒
的

に
強
<
‘
昨
年
に
続
い
て
優
勝
、
岩
法
寺
は
小
部

落
な
が
ら
健
闘
し
堂
々
準
優
勝
、
一
＿
＿
位
は
北
須
釜

で
し
た
。

'

下

旬
二
七
日

二

0
日

中

旬
二
五
日

一
八
日

上三

旬日
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十
二
月
の
行
事
予
定
表

0
-
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玉
川
村
土
地
改
良
区
総
代
選
挙

国
保
運
営
委
員
会

子
牛
生
産
検
査

乳
幼
児
健
康
診
断

（
母
子
健
康
セ
ソ
ク
ー
）

第
十
＿
―
-
回
農
業
委
員
会

民
生
委
員
協
議
会
月
例
監
査

固
定
資
産
税
第
三
期

国

民

年

金

第

三

期

納

期

限

妊
婦
健
康
診
断
（
母
子
健
康
セ
ン
ク
ー
）

昭
和
四
十
八
年
玉
川
村
議
会
第
四

回
定
例
会
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大

輪

（
太
）

玉
川
村
菊
花
展
は
公
民
館
主

催
、
川
辺
と
竜
崎
の
菊
花
愛
好
会

後
援
で
十
月
二
十
八
、
二
十
九
の

二
日
間
、
泉
保
育
所
を
会
場
に
、

見
ご
と
に
咲
い
た
大
輪
、
懸
崖
な

ど
百
四
十
一
点
が
出
品
さ
れ
て
行

な
わ
れ
ま
t
た。

ま
た
老
人
作
品
展
も
同
日
玉
川

村
公
民
館
会
場
で
百
七
十
一
点
の

出
品
が
あ
っ
て
開
催
さ
れ
、
両
会

場
と
も
二
日
間
参
観
人
で
大
へ
ん

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

菊
花
展
の
入
賞
者
次
の
と
お
り

銅

賞

銀，，，，金村

岳も、賞
＇

須
藤
永
一

矢

部

丈

雄

矢

吹

隆

子

小

林

．ミ
ヨ

小

林

知

子

矢

部

丈

雄

草

野

豊

須
藤
永
一

磯

目

ウ

メ

矢

部

丈

雄

須
藤
永
一

深
谷
マ
ツ
ミ

須
藤
永
一

（
三
点
）

銅銀金

賞

矢

部

丈

雄

佐
藤
茂
雄

佐
久
間
安
蔵

佐

藤

茂

雄

議
長
賞

金

賞
銀

矢矢須須小白矢白須
崖部部藤藤林旗部旗藤
辰ク利プミ幹丈： 永
弥 ツ 次 ン ヨ雄雄信

（
二
点
）

川
辺
菊
花
愛
好
会
主
催
で
十
一

月
三
日
、
四

H
と
川
辺
公
民
館
会

湯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

賞 懸

川
辺
で
も
菊
花
展

銅

賞 大

須

藤

ブ

ン

輪
（
細
）

銅

賞

銀

賞

円

谷

直

成

佐
久
問
安
蔵

大
竹
嘉
一

佐

藤

茂

雄

円

谷

直

成

教
育
長
賞
円

谷

應

成

円

谷

直

成

金

賞
盆

栽

石
川
地
方
老
人
作
品
展
示
会
が

十
月
三
十
日
よ
り
十
一
月
五
日
迄

石
川
町
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
玉
川
村
か
ら
は
管
内
で
一
番
多

い
百
七
十
一
点
が
出
品
さ
れ
次
の

二
十
三
名
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

賞

種

別

氏

名

部

落

名

郡
山
社
会
福
祉
事
務
所
長
賞

溝

井

直

（
小
高
）

石
川
地
方
町
村
会
長
賞

中
野
チ
ョ
ウ
（
南
須
釜
）

渋
谷
直
蔵
賞

双

里

多

喜

蔵

（

川

辺

）

山
下
春
江
賞

．

有

賀

ノ

プ

（

吉

）

棚
辺
四
郎
賞

野

崎

重

司

（

川

辺

）

大
野
雅
人
賞

三

輪

貞

夫

（

小

高

）

渡
辺
俊
政
賞

上

野

鶴

雄

（

竜

崎

）

村

長

賞
小

林

雄

一

郎

（

竜

崎

）

真
野
目
キ
ヨ
シ
（
南
須
釜
）

真

弓

ハ

ル

ノ

（

蒜

生

）

三

瓶

ト

ク

ョ

（

川

辺

）

矢

吹

精

助

（

岩

法

寺

）

関

根

源

作

（

小

高

）

白

旗

三

郎

（

川

辺

）

岩

谷

光

啓

（

中

）

須

田

ヨ

ツ

（

北

須

釜

）

矢
吹
玉
之
助
（
山
小
屋
）

社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

須

釜

ミ

ョ

ッ

（

吉

ヽ

泉
郷
分
会
第
一
位

夏
の
交
通
安
全
運
動
事
業
の
一

環
と
し
て
、
石
川
警
察
署
：
県
交

通
安
全
協
会
石
川
支
部
の
共
催
に

よ
り
、
事
業
所
の
部
（
七
月
十
五

日
か
ら
九
月
十
四
日
ま
で
）
。
分

会
の
部
、
職
域
分
会
の
部
（
八
月

一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
）
の

―
―
一
部
門
の
夏
の
交
通
事
故
防
止
r,

ソ
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

分
会
の
部
で
十
八
あ
る
分
会
の
中

で
泉
郷
分
会
が
第
一
位
に
な
り
ま

し
た
。ま
た
須
釜
分
会
は
第
五
位
と
な

り
、
玉
川
村
に
お
け
る
両
分
会
が

立
派
な
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
た
こ

と
は
会
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
交
通

事
故
防
止
に
努
力
さ
れ
た
結
果
で

あ
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
心
構
え

を
持
続
さ
れ
、
事
故
防
止
に
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

努

夏
の
交
通
事
故
防
止

コ
ン
ク
ー
ル

崎）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

曲

山

ヒ

デ

（

蒜

石
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
会
長
賞

車

田

ョ

ッ

ノ

（

小

高

）

石

井

広

体

（

＇ク

）

石

森

竹

治

（

山

小

屋

）

力

賞
小

林

イ

ト

石
川
地
方
老
人
作
品
展
示
会
一

一
十
三
名
が
入
賞
l
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研修内容

［トラククー免許
取得及び作業機

けん免許取得及
び作業機研修，＇ 

問
最
近
混
和
軽
油
と
い
う
言
葉

を
き
き
ま
す
が

答
軽
油
は
、
通
常
一
リ
ッ
ト
ル

十
五
円
の
税
金
が
か
か
っ
て
い

ま
す
が
、
税
金
の
か
か
っ
で
い

な
い
他
の
油
を
混
ぜ
て
自
動
車

の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

で
す
。こ
の
混
和
軽
油
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
の
心
臓

部
で
あ
る
ニ
ン
ヂ
ソ
を
い
た

め
、
そ
の
上
に
法
律
で
厳
罰
を

う
け
、
混
ぜ
た
油
の
量
に
相
当

す
る
軽
油
引
取
税
及
び
各
種
加

算
金
が
追
徴
さ
れ
ま
す
。

最
初
は
安
い
と
思
わ
れ
る
混

車
を
い
た
め
ま
す

混
和
軽
油
は

業
員
数
は
四
百
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

大
型
農
業
機
械
の
整
備
及
び
運

転
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
に
＼
．

県
に
お
か
れ
ま
し
て
は
毎
年
農
業

機
械
化
研
修
を
矢
吹
原
経
営
伝
習

農
場
内
研
修
館
に
於
い
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
度
の
今
後
の
研

修
日
程
は
次
の
通
り
と
な
っ
て
ま

す
か
ら
多
数
受
講
希
望
さ
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

．

農
業
機
械
化
研
修
実
施
計
画

―
―
-
、
携
行
品

・作
業
衣
、
ゴ
ム
長
ヽ
印
鑑
、

筆
記
用
具
、
日
用
品
、
免
許

取
得
の
場
合
は
現
有
免
許
証

宿

泊

．所

矢
吹
原
経
営
伝
習
農
場
内

研
修
館

四

福
島
県
農
業
機
械
化
研
修

七
I-

/'¥ 五

申

込

先

役
場
産
業
謀

申
込
期
限

各
回
の
実
施
初
日
よ
り
十
日

前
ま
で

そ

の

他

'
『
9

こ
の
受
諧
に
関
し
て
不
明
な

点
は
役
場
産
業
課
に
問
い
合

せ
て
下
さ
い
。

林
精
器
の
誘
致
決
ま
る

（
役
場
二
階
）

あなたにもはじめは消せる

小さな火

（火災シーズン来る）

ー

和
軽
油
も
、
結
果
的
に
は
安
、
い

ど
こ
ろ
か
非
常
に
高
価
な
油
に

な
り
ま
す
の
で
絶
体
に
使
用
し

火
災
の
多
発
期
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
～
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
防

火
意
識
の
高
揚
を
は
か
り
、
火
災

の
発
生
防
止
と
人
命
損
傷
事
故
の

絶
減
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
に
左

記
に
よ
り
全
国
火
災
予
防
運
動
が

・o 

実
旋
さ
れ
ま
す

火
災
の
発
生
は
玉
川
村
に
お
い

て
も
毎
年
何
件
か
の
火
災
が
発
生

し
大
き
な
損
害
額
を
出
し
て
お
り

ま
ず
o.

村
民
ひ
と
り
ひ
と
り
火
の
元
に

注
意
さ
れ
、
村
内
か
ら
は
一
件
の

火
災
も
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

一
実
施
期
間

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月

二
日
ま
で

二
重
点
実
施
事
項

日
寝
た
き
り
老
人
の
安
全
確

保
⇔
家
庭
に
お
け
る
安
全
点
検

ァ
老
人
、
幼
児
及
び
病
人

等
の
就
寝
場
所
の
安
全
点

検

．，

イ
ク
バ
コ
の
投
げ
捨
て
と

寝
ク
バ
コ
の
防
止
（
ク
バ

コ
に
起
因
す
る
火
災
は
、

出
火
原
因
の
首
位
を
占
め

・

て
い
る
の
で
特
に
注
意
が

必
要
）

．

ゥ
暖
房
器
具
の
整
備
点
検

（
暖
房
器
具
の
使
用
時
期

に
は
い
り
、
・
ス
ト
ー
プ
及

び
コ
ク
ッ
等
の
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く

玉

川

村

玉

川

村

消

防

団

玉
川
村
婦
人
消
防
隊

な
る
で
、
整
備
点
検
並
ぴ

に
取
扱
方
法
、
灯
油
の
保

管
に
つ
い
て
は
十
分
注
意

す
る
こ
と
）

曰
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
百
貨
店

学
校
及
び
病
院
等
に
お
け
る

安
全
避
難

．

ァ
避
難
路
の
確
保

イ
避
難
誘
導
の
徹
底

・
ウ
避
難
訓
練
の
実
施

以
上
の
よ
う
な
重
点
実
施
事
項

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
外

子
供
の
火
遊
び
に
も
注
意
さ
れ
る

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

売
ら
な
い
、
買
わ
な
い
、
使

わ
な
い
、
車
を
い
た
め
る
混
和

軽
油

る

（
郡
山
県
税
事
務
所
）
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皆
様
の
御
支
援
を
得
ま
し
て
県

政
を
担
当
し
て
十
年
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
間
福
島
県
を
住
み
よ
い

県
に
す
る
た
め
に
微
力
な
が
ら
努

力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
°
福
島
県

は
関
東
圏
に
続
す
る
経
済
県
で
あ

る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
良
く
は
な
っ
て

き
ま
し
た
が
全
国
の
水
準
に
及
ば

な
い
と
い
う
こ
と
は
残
念
で
す
。

こ
れ
か
ら
皆
様
方
に
福
島
県
に
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
良
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
県
に
し
て
い
か

政
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
日
は
皆
様
の
話
を
聞
き
に

き
た
の
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
ぷ
だ

ん
皆
様
が
考
え
て
お
ら
れ
る
↓A}
と

を
遠
慮
な
く
ぉ
聞
が
せ
願
い
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

[.
.

主
な
質
問
次
の
と
お
り

現
在
の
零
細
経
営
で
は
専
業
農

家
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
く
の
は

無
理
な
状
態
に
あ
り
、
現
在
の
経

営
耕
地
面
稽
は
非
常
に
狭
く
平
均

一
、
ニ
ヘ
ク
ク
ー
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
、
こ
の
た
め
一
方
で
耕
地
を

増
や
す
た
め
阿
武
隈
開
発
事
業
、

開
拓
．
〈
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が
十
一

月
よ
り
一
部
着
工
さ
れ
ま
す
が
、

い
ざ
事
業
に
当
面
し
ま
す
と
い
ろ

い
ろ
な
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。

と
い
い
ま
す
の
は
指
導
機
関
が
ま

ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

ら
指
導
機
関
が
統
一
さ
れ
る
こ
と

を
私
共
関
係
者
は
望
む
も
の
で
す

が
こ
の
点
に
つ
い
て
の
お
考
え
を

お
願
い
し
ま
す
。
も
ぇ
―
つ
は
パ

,

'

イ
ロ
ッ
ト
事
業
が
完
了
し
ま
す
と

◇
…
去
る
十
月
二
十
四
日
、
玉
川
第
一
小
学
校
屋
体
に
お
い
，
で
．．
 
忍
◇
県
で
打
出
じ
℃
》・い
な
首
都
圏
農
栗

◇
・
・
・
県
政
懇
談
会
が
ひ
ら
か
れ
、
県
よ
り
木
村
知
事
を
始
め
関
係
…
◇
と
し
て
経
営
形
態
が
確
立
さ
れ
る

◇
・
：
部
課
長
、
出
先
の
長
一
五
名
と
大
野
県
議
、
そ
れ
に
村
民
約
":
◇
こ
と
に
な
り
ま
す
。
．
こ
れ
ら
経
営

◇
;
•
三
百
五
十
名
が
出
席
し
て
｀

‘

産
業
、
土
木
、
生
活
環
境
、
福
；
•
◇
形
態
は
園
芸
を
主
と
す
る
こ
と
に

◇
・
祉
教
育
問
題
等
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
：
◇
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
移
行
す
る

◇
・
：
懇
談
会
は
小
針
村
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
続
い
て
木
村
…
◇
に
当
っ
て
問
題
に
な
り
ま
す
の
は

◇
・
・
・
知
事
は
次
の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
し
た
。

．．．．． 
；
 ．．．．．．．． 
；
•
•
•
•
•
•
•
…
◇
栽
培
技
術
の
面
で
い
ろ
ん
な
障
害

が
で
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
こ
の
地
方
に
経
営
指
導
農
場

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、

め
に
は
、
県
民
全
部
が
一
諸
に
な

こ
の
点
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

っ
て
良
く
す
る
た
め
の
努
力
を
し

す。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
を
歩
き
県
民
の
一
人
一
人
が
【
知
峯
答
弁
】

ど
ん
な
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
の

か
、
ま
た
知
り
た
い
の
か
を
聞
き

県
政
に
反
映
す
る
の
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
観
点

に
立
っ
て
お
互
い
に
一
同
に
会
し

て
顔
を
見
な
が
ら
話
し
合
い
を
す

る
こ
と
が
本
当
に
血
の
通
っ
ヒ
県

血 羞
知事を迎えて県政懇談会盛会

閲

産

業

関

係

開
。
＾
事
業
を
実
施
し
て
耕
地
面
甜

を
増
や
し
、

．一
方
で
は
圃
場
整
備

を
行
な
っ
て
採
算
の
と
れ
る
農
業

経
常
の
指
導
を
行
な
っ
て
い
き
ま

、.• 
'
 

す
。
し
か
し
全
部
が
全
部
専
業
農

家
に
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
兼
業
農

家
に
は
工
場
誘
致
し
て
安
定
収
入

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が
基

本
的
な
考
え
方
で
す
。
御
指
摘
の

よ
う
に
農
用
地
開
発
は
地
域
の
皆

様
方
と
密
接
な
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
、
昭
和
四
十
七

年
度
よ
り
郡
山
農
地
事
務
所
を
中

心
と
し
て
広
域
的
な
母
畑
開
発
の

指
導
班
を
つ
く
っ
て
活
動
し
て
お

り
、
ま
た
昭
和
四
十
八
年
度
よ
り

石
川
改
良
普
及
所
を
広
域
的
な
普

及
所
と
し
て
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

皆
さ
ん
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
か
国
営
事
務
所
と

密
接
な
関
連
を
と
り
な
が
ら
農
地

造
成
を
行
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

今
後
も
こ
れ
ら
と
緊
密
な
連
携
の

も
と
に
皆
さ
ん
の
考
え
を
反
映
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
も
う
―
つ
の
首
都
圏
の

農
業
県
と
し
て
果
す
べ
含
役
割
の

調
査
研
究
い
関
と
し
て
は
園
芸
試

験
場
が
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
野

菜
も
年
々
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
も
研
究

を
進
め
こ
の
地
方
の
将
来
の
作
目

を
選
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

試
験
場
の
分
場
が
必
要
と
な
っ
て

—
-
．
ぷ
・
・
｀
”
-

．
．
．

き
ま
し
た
ら
こ
れ
に
対
応
し
て
行

i
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き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】

玉
川
村
に
お
き
ま
し
て
昨
年
農

振
法
の
指
定
を
受
け
た
訳
で
す
が

こ
れ
に
よ
り
農
用
地
と
し
て
．y且

さ
れ
た
土
地
は
農
地
転
用
が
で
き
｀

な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
村
な
り
股
業
委
員
会
が
必

要
と
認
め
た
場
合
の
農
地
の
転
用

は
県
に
お
い
て
も
認
め
て
も
ら
い

た
い
、
開
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
昭

和
四
十
九
年
度
ま
で
は
凍
結
し
て

指
定
地
に
お
け
る
転
用
は
認
め
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
許
可
相
当
と
認

め
た
土
地
に
つ
い
て
は
許
可
を
お

願
い
し
た
い
。

【
知
事
答
弁
]

農
振
法
の
問
題
が
出
ま
し
た
が

人
間
と
し
て
生
き
て
い
る
た
め
に

は
食
料
と
し
て
の
農
作
物
が
必
要

で
あ
り
、
こ
れ
を
生
産
す
る
農
地

が
潰
さ
れ
て
い
っ
て
は
食
料
の
安

定
供
給
が
で
き
な
く
な
っ
て
重
大

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う

観
点
に
立
っ
て
農
振
法
を
制
定
し

た
訳
で
す
、
指
定
さ
れ
た
地
域
に

ほ
農
業
投
資
を
行
な
う
場
合
い
ろ

い
ろ
な
国
の
補
助
が
で
ま
す
が
、

指
定
を
受
け
た
土
地
全
部
が
農
用

地
と
し
て
の
効
果
が
あ
る
か
と
い

う
と
そ
う
ば
か
り
も
言
え
切
れ
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
農
用
地
と
し

て
不
適
用
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ

い
て
ほ
解
除
す
る
方
向
に
も
っ
て

い
き
た
い
。

t

学
力
の
地
域
格
差
と
施
設
及
び

産
業
高
校
設
置
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
c

学
力
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
都
市

部
に
は
若
い
先
生
が
農
村
部
に
は

老
い
た
先
生
が
配
置
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
状
態
に
あ
り
ま
す
の
で
大

教

育

関

係

巾
に
人
市
交
流
を
行
な
っ
て
農
村

部
に
若
い
優
秀
な
先
生
の
配
置
を

行
な
っ
て
学
力
の
地
域
格
差
を
解

消
す
る
よ
う
図
っ
て
い
た
だ
き
た

、0
し施
設
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
今

や
一
．校
一
プ
ー
ル
と
い
う
話
が
で

て
お
り
強
く
要
望
す
る
処
で
あ
り

ま
す
。
都
市
部
は
ほ
と
ん
ど
完
備

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
農
村
部

に
は
あ
ま
り
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
同
じ
県
民
と
し
て

格
差
を
感
じ
ま
す
。
施
設
の
設
置

に
つ
い
て
は
大
部
分
が
国
の
予
算

で
県
の
予
算
が
少
な
く
財
政
の
乏

し
い
村
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い

状
態
に
あ
り
ま
す
の
で
こ
の
点
に

つ
い
て
県
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

産
業
高
校
の
設
置
に
つ
い
て
で
す

が
石
川
郡
内
に
は
普
通
高
校
は
あ

る
が
産
業
高
校
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
産
業
の
発
展
に
は
産
業
高
校

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
是

非
産
業
高
校
を
設
置
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
が
知
事
は
ど
ん
な

考
え
で
お
ら
れ
ま
す
か
。

【
知
事
答
弁
】

教
育
の
問
題
が
で
ま
し
た
が
教

育
に
は
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

教
員
の
人
事
交
流
は
毎
年
行
な
っ

て
お
り
な
る
ぺ
ぐ
都
市
と
山
間
の

格
差
は
な
く
し
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
問
題
は
若
い
教
師
、
老
い

た
教
師
の
問
題
よ
り
教
師
を
大
事

に
す
る
こ
と
で
ず
。
や
は
り
地
域

の
方
々
が
先
生
を
大
切
に
し
よ
う

と
す
る
考
え
方
が
地
域
の
教
育
の

向
上
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
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社

会

教

先
生
の
た
り
な
い
点
は
住
民
の
方

が
助
け
合
っ
て
、
り
っ
．ば
な
子
供

を
育
て
あ
げ
る
よ
う
協
力
し
て
下

さ
い
。
私
か
ら
も
お
願
い
し
ま

す
。
施
設
に
つ
い
て
で
す
が
プ
ー

ル
は
だ
ん
だ
ん
で
き
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
文
部
省
の
予
算
で
で
き
ま

す
の
で
文
部
省
に
補
助
を
多
く
出

す
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

産
業
高
校
の
設
置
の
件
で
あ
り
ま

す
が
、
、
な
い
の
は
石
川
郡
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
須
賀
川
、
田

村
方
部
に
も
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
う

い
う
状
態
で
す
の
で
作
る
こ
と
は

今
約
束
で
き
ま
せ
ん
。
最
近
の
傾

向
は
家
業
高
校
に
入
る
人
は
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
、
普
通
高

校
に
入
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
実
業
高
校
は
そ
う
い
う

状
態
で
困
っ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。
で
す
か
ら
全
県
下
の
状
態
を

見
て
必
要
な
場
所
、
場
合
に
つ
く

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

育

青
少
年
育
成
の
場
か
ら
研
修
所

を
県
南
地
方
に
設
置
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
い
ま
す
の
は
当
地
方
に

ほ
―
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
．．
 
千
五

沢
ダ
ム
周
辺
に
県
民
の
森
を
兼
ね

た
総
合
研
修
所
を
建
設
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

も
う
一
っ
は
公
民
館
建
設
に
関
し

て
で
あ
り
ま
す
。
公
民
館
は
青
年

婦
人
の
活
動
、
学
習
の
場
と
な
っ

て
お
り
、
補
助
金
が
少
な
い
た
め

財
政
の
乏
し
い
町
村
で
は
容
易
に

建
設
で
き
な
い
状
態
で
す
の
で
公

民
館
建
設
の
補
助
を
増
額
を
お
願

会

【
知
事
答
弁
】

祉

いあでとがて県現れ 年す大育公すきしでは千望おにでや施りて成切青のの
たり市い‘五は在て十° 切の民° たて適環五がりもすし設まおにな少研建青
だま町っ町十こ国お館公 た館 い検地境沢あま ，働してをすりあこ年修設少

恐戸窒翌百言孟-璽！！謳饂璽塵謳編醤召妥茎恙霊熔詈鼠

社

福

成
人
病
検
診
の
無
料
化
七
老
入

憩
の
家
の
建
設
に
つ
い
て
質
問
し

い
し
ま
す
。

ま
す
。

成
人
病
検
診
は
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
受
検
者
数
が
少
な
く
そ

の
実
績
は
上
が
っ
て
な
い
と
推
則

さ
れ
ま
す
。
成
人
病
検
診
は
病
気

の
早
期
発
見
に
非
常
に
大
切
な
こ

と
で
す
の
で
是
非
こ
れ
の
無
料
化

と
制
度
化
さ
れ
た
検
診
を
お
願
い

す
る
。

老
人
憩
の
家
の
建
設
に
つ
い
て
で

す
が
千
五
沢
ダ
ム
周
辺
は
大
変
環

境
も
良
く
将
来
観
光
地
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
が
こ
の
地
に
老
人
憩

の
家
の
建
設
を
お
願
い
し
た
い
。

【
知
事
答
弁
】

成
人
病
に
よ
る
死
亡
者
は
年
々

ふ
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ

う
い
う
点
か
ら
成
人
病
に
対
す
る

正
し
い
認
識
と
早
期
診
断
、
早
期

治
療
が
大
事
と
考
え
ま
す
。
，

9

四
十
九
年
度
か
ら
結
核
患
者
と
同

じ
く
じ
ゅ
ん
環
器
系
統
の
無
料
検

診
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
に
つ
い
て
も
暫
時
公
費
負

担
で
で
き
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま

す
。
老
人
福
祉
セ
ソ
タ
ー
に
つ
い

て
で
す
が
老
人
の
方
々
が
一
ケ
所

に
集
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
の
で

各
村
に
老
人
憩
の
家
を
作
っ
て
、

お
互
い
が
集
ま
っ
て
話
を
し
た
り

勉
強
し
た
り
す
る
場
を
作
る
た
め

に
県
は
こ
れ
に
対
し
助
成
を
し
て

お
り
ま
す
。

生
活
環
境
関
係

村
の
東
部
と
西
部
を
結
ぶ
重
要
路

線
で
す
。
全
長
十
ニ
キ
ロ
の
内
、

改
良
舗
装
さ
れ
て
い
る
の
が
四
、

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
私
共
と
し
ま
し
て
は
全
線
が

一
日
も
早
く
整
備
さ
れ
ま
す
こ
と

を
望
ん
で
い
る
の
で
す
が
こ
れ
の

見
通
し
に
つ
い
て
お
訪
ね
し
ま

す。そ
れ
と
県
道
玉
川
田
村
線
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
も
本
村
分
は
一
―
-
、
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
が
、
現
在
の

整
備
状
況
は
、＇

•

一
部
完
全
舗
装
と

一
部
防
じ
ん
舗
装
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
車
輛
通
行
が
多
い
た
め
防

交
通
量
の
増
加
に
よ
る
一
番
の

じ
ん
舗
装
の
個
所
の
損
傷
が
甚
だ

被
害
者
は
通
学
児
童
で
す
が
、
こ

し
く
、
危
険
個
所
が
一
杯
で
あ
り

れ
ら
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
通
学

ま
す
。
今
回
泉
郷
駅
前
よ
り
一
＿
一
百

で
き
る
よ
う
、
交
通
安
全
施
設
の

八
十
メ
ー
ト
ル
が
舗
装
に
な
る
そ

整
備
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
が

う
で
す
が
残
り
七
百
メ
ー
ト
ル
に

知
事
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら

．

つ
い
て
も
引
き
つ
づ
き
舗
装
を
お

れ
ま
す
か
。

＇
【
知
事
答
弁
】

．

願
い
す
る
と
と
も
に
、
須
賀
川
市

交
通
安
全
施
設
の
問
題
が
で
ま
と
の
境
界
点
百
五
十
メ
ー
ト
ル
が

し
た
が
、
お
話
の
よ
う
に
交
通
事
数
年
前
か
ら
舗
装
さ
れ
ず
に
放
置

故
を
な
く
そ
う
と
い
う
考
え
は
県
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
こ
の
個
所
に

民
全
部
の
願
い
で
す
、
県
に
お
い
つ
い
て
も
早
期
に
舗
装
を
お
願
い

て
は
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
努
力
し
ま
す
。
そ
れ
と
道
路
安
全
施
設

し
て
い
ま
す
が
な
か
な
か
良
く
な
に
つ
い
て
で
す
が
こ
の
路
線
で
泉

っ
て
な
い
の
が
実
情
で
す
。
県
と
郷
訳
か
ら
八
百
メ
ー
ト
ル
の
処
で

し
ま
し
て
も
安
全
施
設
の
整
備
の
片
方
が
落
差
三
メ
ー
ト
ル
の
土
手

た
め
、
四
●
八
年
度
に
九
憶
二
千
に
な
っ
て
お
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

万
円
の
金
を
投
じ
て
こ
れ
の
整
備

．す
、
巾
員
が
五
、
五
メ
ー
ト
ル
で

り
ま
す
。
来
年
も
す
が
、
通
学
児
童
に
非
常
に
危
険

に
努
力
し
て
お

こ
れ
以
上
投
じ
て
整
備
を
進
め
て
な
個
所
で
す
の
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

い
く
考
え
で
す
し
、
ま
た
今
後
と
等
の
安
全
施
設
の
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。
＊

も
で
き
る
だ
け
力
を
入
れ
て
い
き

。
最
後
に
町
村
道
の
整
備
促
進
に
つ

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

ぃ
文
お
〗
願
い
し
ま
す
。
国
道
、
県

道
に
つ
い
て
ほ
整
備
が
進
ん
で
お

土
木
関
係
に
つ
い
て
―

県
道
矢
吹
千
五
沢
線
の
整
備
に
り
ま
す
が
、
町
村
道
に
つ
い
て
は

つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
路
線
は
本
昔
の
ま
4

で
整
備
が
進
ん
で
い
ま

せ
ん
、
こ
れ
ら
町
村
道
の
照
備
に

つ
い
て
の
国
、
県
の
助
成
等
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

【
知
事
答
弁
】

私
が
知
事
に
な
り
ま
し
た
十
年

前
、
福
島
県
の
開
発
、
発
展
は
ま

ず
道
路
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と

い
い
ま
し
た
が
、
幸
い
道
路
の
整

備
は
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
訪
ね
の
千
五
沢
、
矢
吹
線
は
早

く
整
備
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
お
り

ま
す
し
、
地
元
の
負
担
が
な
い
公

共
事
業
で
や
り
ま
す
。
今
年
度
は

特
改
一
種
で
八
百
万
円
、
第
四
種

改
良
で
一
千
五
百
万
円
、
県
単
で

五
十
万
円
で
実
施
し
て
お
り
ま
．

す
。
来
年
度
も
こ
れ
以
上
や
り
た

い
考
え
で
お
り
ま
す
。

・

玉
川
田
村
線
に
つ
い
て
は
少
し
遅

れ
ま
す
。
今
年
度
は
県
単
で
六
百

万
円
程
で
す
が
、
暫
時
整
備
し
ま

す
。
そ
れ
か
ら
須
賀
川
市
と
の
境

界
百
五
十
メ
ー
ト
ル
分
で
す
が
そ

れ
に
つ
い
て
は
す
ぐ
や
ら
せ
ま

す
。
ま
た
溜
池
の
個
所
で
す
が
調

査
し
ま
し
て
危
険
で
あ
る
の
な
ら

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
つ
け
る
な
り
安

全
施
設
の
設
置
を
や
り
ま
す
。

町
村
道
の
整
備
に
対
す
る
助
成
で

す
が
、
た
し
か
に
町
村
道
は
生
活

環
境
道
路
で
も
あ
る
に
か
か
わ
ら

ず
、
整
備
が
遅
れ
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。
生
活
環
境
の
整
備
の
面

か
ら
も
、
県
と
し
て
も
国
で
明

年
度
よ
り
計
画
し
て
い
る
。
第
七

次
整
備
計
画
に
も
町
村
道
の
整
備

を
と
り
人
れ
て
い
る
の
で
県
と
し

ま
し
て
も
こ
れ
と
関
連
し
て
促
進

し
て
い
き
ま
す
。【六
頁
へ
つ
づ
く
】
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X 

用
地
取
得
関
係

道
路
が
毎
年
整
備
き
れ
て
い
く

こ
と
は
大
変
良
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
工
事
に
際
し
ま
し

て
の
用
地
取
得
に
つ
い
て
で
す
が

私
共
地
権
者
の
知
ら
な
い
間
に
エ

事
を
発
注
し
て
そ
の
後
に
承
諾
を

得
る
と
い
う
状
態
で
あ
り
ま
す
の

で
そ
の
前
に
地
権
者
の
承
話
を
得

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
知

事
さ
ん
は
ど
の
よ

5
に
考
え
て
お

り
ま
す
か
。
ま
た
ホ
コ
リ
止
め
に

つ
い
て
で
す
が
、
砂
利
道
は
ホ
コ

リ
が
ひ
ど
い
の
で
是
非
定
期
的
に

行
な
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
知
事
答
弁
】

今
の
お
話
し
で
は
地
権
者
の
承

諾
を
得
な
い
で
、
工
事
発
注
を
し

業
者
が
工
事
着
工
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
が
事
実
と
す

れ
ば
私
が
あ
や
ま
り
ま
す
。

何
か
の
手
違
い
か
と
思
い
ま
す
が

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
し
ま
す
の
で
、
道
路
の
整
備

に
つ
い
て
は
御
協
力
願
い
ま
す
。

x
 

以
上
が
県
政
懇
談
会
に
お
け
る
主

な
質
疑
の
内
容
で
あ
り
ま
す
。

初
め
二
時
間
と
い
う
子
定
で
あ
り

ま
し
た
が
、
予
定
四
間
を
二
十
分

も
超
過
し
て
、
午
後
時
時
、
盛
会

裡
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

近
年
建
設
事
業
は
、
大
型
化

し
、
高
度
の
技
術
を
要
求
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
若
い
優
秀

な
建
設
技
術
に
寄
せ
る
期
待
は
極

め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
度
も
之
が
隊
員

を
募
集
し
て
居
り
ま
す
の
で
希
望

者
は
応
募
し
て
下
さ
い
。

記

募
集
期
間

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
三
十
日

ま
で

〇
募
資
格

1
現
在
県
内
に
居
住
す
る
者
及

び
本
県
出
身
で
入
隊
時
十
八

才
以
士
の
未
婚
の
男
子

2
高
校
卒
業
者
叉
は
同
程
度
の

昭和49年度
•11111111111111111111111111111111111111111111111 

十
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
末

H

ま
で
地
方
税
完
納
運
動
が
実
施
さ

十
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

十
一
月
一
日
よ
り
狩
猟
解
禁
に

な
り
ま
し
た
が
、
毎
年
こ
の
狩
猟

に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま

す。
狩
猟
を
さ
れ
る
方
は
人
家
の
近

く
な
ど
の
禁
止
さ
れ
て
お
る
場
所

に
お
い
て
は
絶
体
猟
は
し
な
い
こ

と
、
猟
を
す
る
際
は
人
影
に
注
意

し
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
。

ま
た
、
狩
猟
さ
れ
な
い
者
に
あ

っ
て
は
、
一
人
で
の
山
歩
き
な
ど

に
十
分
気
を
付
け
て
、
事
故
に
合

な
い
よ
う
に
注
意
い
た
し
ま
し
ょ

う。

学
方
を
有
す
る
も
の
．

3
心
身
強
健
に
し
て
、
労
働
に

耐
え
共
同
生
活
の
出
来
る
者

4
犯
罪
歴
を
有
し
な
い
者

希
望
が
あ
り
ま
す
方
は
役
場
建

設
課
に
問
合
せ
下
さ
い
。

地
万
税
完
納
運
動

れ
ま
す
。

県
や
市
町
村
は
郷
土
の
繁
栄
と

住
民
の
幸
せ
を
願
っ
て
、
き
ょ
う

も
明
日
も
よ
り
よ
い
施
策
と
建
設

を
つ
づ
け
て
お
り
ま
す
。

み
ん
な
で
納
め
た
税
金
は
郷
土

建
設
の
た
め
大
き
な
力
と
な
っ
て

建

設

工

事

発

注

本
年
度
士
木
工
事
計
画
の
内
五

地
区
の
工
事
を
十
月
三
十
一
日
入

札
を
行
い
左
記
の
通
り
業
者
が
決

月
三
十

H
ま
で

♦
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
る

納
税
者
の
み
な
さ
ん
へ

納
付
書
は
税
務
署
か
ら
指
＼
よ
1

れ
た
金
融
機
関
へ
直
接
送
付
い
た

し
ま
す
。

預
金
の
残
高
を
再
確
認
の
う

期

間 よ
く
納
め
よ
く

使
わ
れ
て
生
き
る
税

狩
猟
に
注
意

期
限
内
完
納
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

十
l_

•

9 

申
告
所
得
税

第
二
期
分
の

納

税

は

青
年
隊
員

募
躾
に
つ
い
て

福島県産業開発

＇ : 字小高 岩寺字法 字南須釜堂 瓢J 
施

行

個
村前中 宮ノ ノ

所
乎 1前内

得整備 ，，， 1' 嘉舗i 
工

// 事

名

四 -'¥ 八ヽ 諮ヽ

員
号.,， 、
葛~ ゚>g 円

負

金

旦旦旦 額

熊 右＇ 尾有

：『湯！
請

田 谷 形屡社 負
建 建 建

沢社

設 設 設 組 組
者

り
、
近
日
中
に
着
工
し
ま
す
の
で

工
事
期
間
中
工
事
の
進
捗
に
御
協

力
下
さ
い
。 玉

川

村

郡

山

県

税

事

務

所

地
区
税
協
石
川
方
部
会

ま
す
。税
金
は
み
ん
な
で
定
め
ら
れ
た

日
ま
で
に
進
ん
で
納
め
ま
し
ょ

う。

ー》

"ゞ'"「'VV、~

道路の横断は

必らず安全を

確めて渡りましよう

"-"'JVV', r 

（
須
賀
川
税
務
署
）

え
、
振
替
不
能
に
な
ら
ぬ
よ
う
ご

手
配
く
だ
い
。

・

な
お
、
直
接
納
付
さ
れ
ま
す
と

二
重
納
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
な

い
納
税
者
の
み
な
さ
ん
へ

十
一
月
三
十
日
ま
で
に
、
も
よ

り
の
銀
行
、
郵
便
局
へ
納
付
書
に

↑

は
っ
き
り
記
入
し
て
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
便
利

な
振
替
納
税
の
ご
利
用
を
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
用
紙
は
、
税
務

署
に
備
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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農
村
婦
人
の
腰
の
ほ
し
と
親
ぼ

く
を
は
か
る
玉
川
村
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
は
、
今
年
で
九
回
目

を
む
か
え
、
十
一
月
三
日
玉
川
第

ー
小
学
校
々
庭
に
村
内
全
部
落
の

十
ー
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を

く
り
ひ
ろ
げ
、
小
部
落
な
が
ら
四

辻
、
山
小
屋
チ
ー
ム
の
健
闘
が
光

っ
た
が
、
決
勝
戦
で
は
小
高
と
南

須
釜
の
強
豪
同
士
の
対
戦
と
な
り

小
差
で
小
高
チ
ー
ム
が
優
勝
。
南

須
釜
準
優
勝
、
三
位
は
川
辺
と
山

小
屋
チ
ー
ム
で
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
回
戦
南
須
釜
2
|
|
0
岩
法
寺

北
須
釜
2
ー

ー

0
山
小
屋

川

辺

2
ー

1
0蒜
生

家庭バレー小高が優勝

小
高

2
,
~
l
南
須
釜

決

勝

準

決

勝

小

高

2
ー

ー

1
山
小
屋

南
須
釜
2
ー

ー

1
川

辺

二

回

戦

小

高

2

|ー

0

中

南
須
釜
2
ー

ー

1
北
須
釜

川
辺

2
ー
—

0

四
辻

山
小
犀
2
ー

ー

0
竜

崎

敗
者
復
活
戦

山
小
屋
2

|ー

1
蒜

生

竜

崎

2
ー

ー

｀

o岩
法
寺

四

辻

2
ー

ー

1

吉

小

高

2
ー

ー

0
四

辻

中

2

1

0

吉

二

年関

根

幸

九
月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
任

期
満
了
に
伴
な
う
教
育
委
員
、
監

査
委
員
、
固
定
資
産
評
価
委
員
の

選
任
が
行
な
わ
れ
、
教
育
委
員
石

森
藤
義
（
六
九
）
さ
ん
、
監
査
委

《

I-＿＿＿＿＿＿え
ん
そ
く

子

十
六
日
は
、
わ
た
し
た
ち
あ
た

の
し
い
え
ん
そ
く
で
し
た
。
と
ち

ゅ
う
け
し
き
を
な
が
め
な
が
ら
行

き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
木
の
形

や
、
は
の
形
を
よ
く
見
ま
し
た
d

は
っ
ば
の
色
は
、
み
ん
な
ち
が
う

色
で
き
れ
い
で
し
た
。

や
っ
と
、
お
っ
そ
ら
が
ま
の
学

校
に
つ
き
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち

の
学
校
と
く
ら
べ
て
、
お
っ
そ
ら

が
ま
の
学
校
は
、
大
き
い
た
い
い

く
か
ん
は
あ
る
し
、
学
校
が
と
て

も
き
れ
い
で
し
た
。

あ
っ
ち
の
人
が
「
な
か
よ
く
あ

そ
ん
で
く
だ
さ
い
。
」
と
、
い
っ

た
か
ら
い
っ
ぱ
い
あ
そ
び
ま
し

た
°
ぶ
ら
ん
こ
に
の
っ
た
り
、
ジ

ャ
ソ
グ
ル
ジ
ム
の
上
に
の
っ
た
り

す
べ
り
だ
い
に
の
っ
た
り
、
ぎ
っ

た
ん
ば
っ
こ
に
の
っ
た
り
、
な
ん

か
い
も
く
り
か
え
し
て
、
み
ん
な

で
お
も
し
ろ
く
あ
そ
び
ま
し
た
。

花 ＇ ノ‘ 年 大野木代子

須
釜
小
学
校
四
辻
分
校

員
仁
井
田
保
治
（
再
任
）
さ
ん
、

固
定
資
産
評
価
委
員
小
貫
直
人

（
五
八
）
さ
ん
が
選
仕
さ
れ
ま
し

こ
。f
 

1-＿＿_＿_＿
1--＿_＿＿＿
1
-＿～ 

先
生
が
来
た
か
ら
、
わ
た
し
と

き
ょ
う
こ
さ
ん
が
「
は
ら
へ
っ

た
。
」
と
、
い
い
ま
し
た
。
「
で

は
、
お
べ
ん
と
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
」
と
先
生
が
い
っ
た
の
で
、

み
ん
な
「
わ
あ
3

」
と
よ
ろ
こ
び

ま
し
た
。

、
う
ら
の
草
は
ら
へ
行
っ
て
、
ナ

イ
ロ
ン
を
し
い
て
す
わ
り
ま
し

た
。
お
に
ぎ
り
を
食
ぺ
た
り
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
の
た
ば
こ
を
す
っ
た

り
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
も
な
め
ま
し

た
。
み
ん
な
で
食
べ
た
の
で
と
て

ぽ
く
は
子
牛
、
母
は
親
牛
を
引

い
て
運
動
に
行
っ
た
。
道
ば
た
の

草
を
食
べ
食
ベ
ノ
ロ
ノ
ロ
歩
く
の

で
運
動
に
な
る
の
か
と
思
っ
た
。

自
分
の
家
を
知
っ
て
い
る
の
か

帰
り
は
か
け
足
、
向
こ
う
か
ら
下

の
家
の
人
が
牛
の
運
動
に
き
た
。

子
牛
は
立
ち
止
ま
っ
て
び
く
と

も
し
な
い
、
「
う
う
ん
。
」
「
う
う

ん
。
」
と
引
く
、
少
し
歩
い
て
ま

た
止
ま
る
、
た
ず
な
で
「
ビ
ジ
」

と
た
た
く
、
子
牛
は
は
ね
あ
が
っ

た
の
で
び
っ
く
り
し
た
。
こ
わ
か

っ
た
け
ど
た
ず
な
を
に
ぎ
り
し
め

た
。
す
る
と
子
牛
は
顔
を
よ
せ
て

き
た
の
で
と
て
も
か
わ
い
い
な
と

児
童
•
生
徒
作
品
（
そ
の

2
)

四

年塩

田

清

之

昇
と
牛
｀

任
期
満
了
に
伴
な
う
人
事

も
う
ま
か
っ
た
。

え
ん
そ
く
は
、

と
っ
た
。

た
の
し
い
な
思

思
っ
た
。

自
動
車
が
ヘ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
て

ら
し
て
き
た
、
た
ず
な
を
短
か
く

持
っ
て
止
め
た
。
ま
ぶ
し
い
の
か

は
ね
ま
わ
っ
て
あ
ば
れ
は
じ
め

た
、
と
っ
て
も
強
い
力
で
ぽ
く
を

引
き
ず
っ
た
が
、
首
を
な
ぜ
て
や

f

て
い
る
う
ち
に
お
と
な
し
く
な

っ
た
の
で
か
け
足
で
家
に
帰
っ

た。さ
っ
そ
く
草
を
た
く
さ
ん
く
れ

た
。
息
も
つ
か
な
い
で
食
べ
て
い

る
子
牛
を
見
て
、
早
く
大
き
く
な

れ
ば
よ
い
と
思
っ
た
。
プ
ラ
ツ
を

持
っ
て
き
て
、
お
か
あ
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
子
牛
の
か
ら
だ
を
「
ゴ

ジ
ゴ
シ
ゴ
ッ
」
と
こ
す
っ
て
や
っ

た
。
子
牛
は
う
れ
し
そ
う
に
「
モ

ゥ
ー
モ
ウ
ー
と
嗚
い
た
。

「
お
か
あ
さ
ん
、
毎
日
子
牛
の
運

動
を
す
る
よ
。
」

「
う
ん
、
よ
か
っ
た
ね
子
牛
が
あ

ん
な
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
よ
。
か

わ
い
が
っ
て
あ
げ
な
さ
い
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
。

毎
日
子
牛
と
遊
ん
で
や
る
こ
と

に
し
た
。
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一
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
、
昭
和
四
十
八

年
度
全
国
火
災
予
防
運
動
統
一

標
語
と
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

＿＿―-ー一

ル
ー
—

__ 

1
-＿＿_＿＿-
_
_
_
 ――-＝

-1-＿＿_＿_ 

ー

｀
 

-t

-’
 

.a
p

.ii" 
ーー

＿

南

伊

豆

そ

の

他

井

一

ー

ー

＇ 

＇ 

＿
 

ーー111

南
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の
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ス
に
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――
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の
上
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一
さ
や
豆
の
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な
る
伊
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の
国
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よ
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111

雨

遠
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月
夜
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の
み
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て
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応
募
要
領

「はがき」で消火器をあてよう

あなたは本年の防火標語を知っていますか

福島県と福島県消防協会が共催で本年の全国火災予防運動

の統一標語を広く県民の皆様に知っていただくため、懸賞を

おこないます。 • 

いま、つぎの要領で募集していますからふるって応募して

ください。

溝
名
、
年
令
、
職
業
を
明
記
し
て

下
記
あ
て
に
お
送
り
下
さ
い
:

二

あ

て

．先

〒
九
六

0

福
島
市
中
町

ー

一

福

島

県

消

防

協

会

一

五

一

懸
賞
係

三

し

め

き

り

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
五
日

（
当
日
消
印
有
効
）

四

賞

品

正
答
者
六
十
名
消
火
器
（
三
千

八
百
円
相
当
）
正
答
者
多
数
の

場
合
は
、
抽
せ
ん
で
当
選
者
を

決
定
し
ま
す
。
1

じ

・

五

発

表

．
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
五
日

付
福
島
消
防
新
聞

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
五
日

か
ら
同
年
十
二
月
二
十
四
日
ま

で
の
間
、
県
内
の
各
消
防
本

部
、
消
防
覆
消
防
分
署
お
よ

び
消
防
出
張
所
等
に
当
選
者
名

簿
を
掲
示
し
ま
す
。

六

ご

注

意

・・

r
 

日

＇ご
の
懸
賞
は
新
し
い
標
語

を
作
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で

か

が

や

く

銀
盃
受
彰
に

偽

は
な
く
、
す
で
に
新
聞
や
週

刊
誌
等
に
発
表
さ
れ
た
昭
和

四
十
八
年
全
国
火
災
予
防
運

動
の
統
一
慄
語
を
答
え
る
も

元

消

防

分

団

長

ー

消
防
団
員
と
し
で
多
年
地
域
住

民
の
治
安
維
持
と
福
祉
向
上
に
精

励
さ
れ
た
。
元
蒜
生
分
団
長
曲
山

文
雄
氏
外
十
一
名
の
方
に
こ
の
た

ぴ
消
防
庁
長
官
よ
り
銀
盃
が
贈
ら

れ
、
十
一
月
三
日
玉
一
小
校
庭
で

開
か
れ
た
秋
季
訓
練
式
の
際
に
伝

達
さ
れ
た
。

受
彰
者
名

5

元
蒜
生
分
団
長
ご，
曲

山
・文

雄

小

針

善

雄

元

中

分

団

長

元
岩
法
寺
分
団
長
草
野
重
一

元

竜

崎

分

団

長

小

林

正

与

元
北
須
釜
分
団
長
高
原
豊
勝

元

中

副

分

団

長

岡

部

易

二

元
竜
崎
副
分
団
長
小
林
一
郎

元
南
須
釜
分
団
班
長
大
木
正
一

元
岩
法
寺
分
団
員

．吉
田
喜
久
雄

↑
元
南
須
釜
分
団
員
関
根
新
吉

元

ク

塩

沢

栄

元

吉

分

団

員

須

釜

信

好

の
で
す
。

口
消
防
関
係
者
は
、
応
券
を

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

2--＝＝＝-＝＿-＝-＝＝＝-＝-=-＝＝＝＝-=-＝＝=＝＝-＝=＝＝＝＝＝-=＝―-＝-＝＝＝=＝ 1111
―-=＝＝_-=m.L 

F
 
a
 

出

．

↓
 

▲

は
ぜ

i

ま

つ

に

映

え

し

櫨

紅

葉

ー

mII

阿

武

隈

の

濁

り

て

は

や

し

野

菊

咲

さ

血

あ

け

・ぴ

か

さ

．

モ

ま

の
籠
の
札
わ
・ら
ペ

i
・

山

睛

れ

て

通

草

一

ひ

と

り

ゐ

て

昼

月

淡

．し

櫨

紅

葉

一

111

雑

早

e

の

花

の

褪

せ

を

り

昼

の

虫

i

う

ろ

り

す

一

樹

の

虚

の

采

鼠

の

潜

み

て

紅

葉

散

り

皿

賜

鳴

く

に

さ

や

か

な

る

日

や

神

の

留

守

一

翅

よ

わ

さ

羽

蟻

の

日

ぎ

す

方

へ

飛

ぷ

血
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＝
＝
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り

笛

夕

日

神

無

月

四北竜ク中蒜
須 部

辻釜崎 生落

年
令
(
7
0
)
 

(79) 

(77) 

(75) 

(88) 

(56) 

世

帯

主

名

続

柄

主

嘉

昭

の

父

鉄

雄

父

主

ト

ワ

の

夫

武

勇

父

昭

吉

ク

主

キ

ノ

の

夫

（
十
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

‘

・

 

一
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
け
ま
す

-1 

ク北

須

釜

// ~ ク南

須

釜

ク ク竜岩中// //川部

法

崎寺

関滝大熊小大渡小仁大永矢老須

井
』出,,, ... 

根口野合原越辺林 竹林部沼藤生
田

か しゅ児
正裕孝幸裕幸進充豊 孝氏

お のか
名

樹美一 り枝和ー一恵彦ぶ

正喜吉直春茂勝喜計豊久荘和利世

佐 雷
之伴孝勝二久吉次雄司徳一義治名

ク

孫
の
長
女
孫ク

二

女孫 -'/ -'/ // -'/ 

辺落

り薫ー

続

柄孫
三

男孫ク

為
お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
さ
い
ま
す

-
（
十
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

昭
和
四
十
九
年
春
植
用
苗
木
の

注
文
を
受
け
付
け
中
で
あ
り
ま
す

か
ら
組
合
員
各
位
よ
り
の
申
込
み

を
御
願
い
致
し
ま
す
。死

亡
者
氏
名

曲

山

＂
嘉

直

橋

本

甲

子

雄

大

河

原

元

作

根

本

猛

草

野

惣

之

助

鈴

木

政

勝

十
二
月
中
に
取
り
ま
乏
め
知
事

に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
し．て
お
り

ま
す
の
で
御
協
力
願
い
ま
す
。

（
石
川
地
方
森
林
組
合
）

春
植
用
苗
木
の
注
文
に
つ
い
て




